
へ
の
普
及
啓
発
、
職
員
研
修
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
実
施
す
る
。

浜
松
市
は
1
9
9
9
年
か
ら
建
設
省
の「
都
市
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
検
討
委
員
会
」に
委
員
を
派
遣
し
て
お
り
、
同
市
の

取
り
組
み
は「
都
市
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
計
画
」の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
る
の
で
は
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

幅
員
15
m
の
歩
道
に
挟
ま
れ
て
10
m
の
車
道
が
走
る

J
R
浜
松
駅
か
ら
徒
歩
10
分
の
地
に
2
0
0
0
年
4
月
、
開

学
の
精
神
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
盛
り
込
ん
だ
静
岡
文
化

芸
術
大
学
が
開
校
し
た
。

同
校
は
市
が
進
め
る「
東
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業（
第
一

地
区
25
・
9
ha
、
第
二
地
区
27
・
2
ha
）」
第
二
地
区
に
建
つ
。
同

地
区
は
諸
事
情
に
よ
り
、戦
前
の
道
路
構
成
が
そ
の
ま
ま
残
り
、

都
心
地
区
と
し
て
の
発
展
が
阻
害
さ
れ
て
き
た
。
新
た
な
都
心

拠
点
の
形
成
を
め
ざ
し
て
、
公
共
団
体
施
工
に
よ
る
土
地
区
画

整
理
事
業
が
着
手
さ
れ
た
の
は
1
9
8
7
年
の
こ
と
で
あ
る
。

教
育
文
化
ゾ
ー
ン
、
官
公
庁
ゾ
ー
ン
を
地
区
の
核
と
し
て
整

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
大
学
は
教
育
文
化
ゾ
ー
ン
に
建
つ
。

そ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
国
や
県
の
建
物
は
官
公
庁
施
設
街

区
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

道
路
に
つ
い
て
は
歩
車
道
分
離
が
き
め
細
か
く
行
わ
れ
て
い

る
。
鉄
道
駅
舎
の
東
側
に
建
つ
高
層
ビ
ル「
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
」
か

ら
静
岡
文
化
芸
術
大
学
ま
で
の
道
路
の
歩
道
幅
は
な
ん
と
15
m

だ
。
15
m
の
歩
道
を
は
さ
ん
で
10
m
の
車
道
が
走
る
わ
け
で
、
ま

さ
に
歩
行
者
に
や
さ
し
い
広
々
と
し
た
歩
道
で
あ
る
。
車
道
と

歩
道
の
段
差
は
視
覚
障
害
者
、
肢
体
障
害
者
の
双
方
に
配
慮
し

て
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
構
造
だ
。
す
べ
て
の
道
路
に
は
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク

が
敷
設
さ
れ
、
公
共
建
築
物
の
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
と
結
ば
れ
て
お

り
、
例
え
ば
、
浜
松
市
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
の
場
合
、
視
覚
障
害

者
が
受
付
に
辿
り
着
く
の
は
む
ず
か
し
く
な
い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

73 ユニバーサルデザイン●07 72自治体フォーラム●静岡県

市町村レポート
HAMAMATSU CITY

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
行
動
計
画
を
策
定
中

浜
松
市
は
今
年
4
月
、
市
長
の
肝
い
り
で
、
基
礎
自
治
体
と

し
て
は
は
じ
め
て
行
政
組
織
内
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
室
を

設
置
し
た
。
都
市
計
画
課
に
置
か
れ
た
同
室
は
、
全
庁
的
な
調

整
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
担
当
課
と
協
力
し
あ
い
な
が

ら
具
体
的
な
事
業
を
推
進
す
る
。
ま
た
全
庁
あ
げ
て
総
合
的
、

効
果
的
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
む
た
め
に
、
市
長

を
本
部
長
と
す
る
推
進
本
部
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

2
0
0
0
年
度
か
ら
2
年
間
で
、
主
と
し
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
理
念
に
基
づ
い
た
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
行
動
計

画
を
策
定
す
る
。

行
動
計
画
の
柱
は「
情
報
・
啓
発
」、「
教
育
」、「
サ
ー
ビ
ス
・
社

会
参
加
」、「
公
共
施
設
」、「
ま
ち
の
空
間
」の
5
つ
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
原
案
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
と
め
ら
れ
た
原
案
は

市
民
参
加
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
協
議
会
に
諮
ら
れ
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
に
よ
る
公
共
施
設
な
ど
の
調

査
が
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
調
査
結
果
は
行
動
計
画
の

基
礎
資
料
と
な
る
。
進
行
中
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
か
ぎ

り
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
て
い
く
構
え
だ
。
市
民

浜
松
市

全
国
の
市
町
村
で
初
め
て

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
室
を
設
置

点字ブロックの位置は車イス利用者のじゃまにならないように配慮されている "アクトシティ"からみた土地区画整理事業の全景

車歩道の段差を少なくしたことで、広 と々した都市空間を演出

来街・回遊システムづくり 

ユニバーサルデザイン行動計画策定のためのワーキンググループ 

ユニバーサルデザインの考え方の必要性を広め、 
市民とユニバーサルデザインの意識を共有するにはどうすればよいのか。 
意識啓発（職員、市民）、情報提供、 
UD化支援マニュアルづくり（補助金制度等）等 

ユニバーサルデザインの心を育てるために、 
教育の中へどのように取り入れていくのか。 
幼児教育、義務教育、生涯教育、高校・大学等教育、 
人材育成、家庭におけるUD等 

市民が思いやりの心をもち、 
快適な暮らしができるためにはどうすればよいのか。 
心のユニバーサルデザイン（サービス）、共用品、行政サービス 

すべての人が利用しやすい公共施設にするには 
どうすればよいのか。 
学校・幼稚園・保育園、市庁舎（サインを含む）、公民館、図書館等 

すべての人が安心して行動できる快適空間にするには 
どうすればよいのか。 
サイン、河川・湖・海・港、公園、道路、タウンモビリティ等 

東第一土地区画整理事業・東1号線地下横断施設 
におけるユニバーサルデザインへの配慮 

●スロープの勾配3%（一部8%）………基準8% 

●階段の勾配30%………基準50% 

●床面・階段面の仕上げは、滑りにくいジェット＆ポリッシュ仕上げ 

●スロープ、階段の両側に手すりの設置 

●非常用ブザー付きエレベーター 

●防犯カメラの設置（連絡通路、エレベータ回り） 

●誘導用ブロックの設置 

オムニバスタウン計画推進事業の展開 
アクセス道路の整備 
駐車場の利活用と料金の適正化 
PTPS（公共車両優先システム）の導入 

鍛冶町通りのゆとりモール化 
トランジットモールの整備 
パークアンドバスライドの導入 
循環バスの導入 

都心に来やすい 
システムづくり 

都心内の動きやすい 
システムづくり 

「浜松市中心市街地活性化計画」から 

情報・啓発 

教育 

サービス・ 
社会参加 

公共施設 

まちの空間 

や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も
要
所
要
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
整
備
計
画
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
関
係
な
く

策
定
さ
れ
た
が
、
結
果
と
し
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
実
現

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
区
画
整
理
事
務
所
で
は
、
完
成
間
近

の
こ
の
事
業
に
も
、
さ
ら
な
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
味
付

け
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

〝
歩
き
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
〞で

中
心
市
街
地
の
活
性
化

消
費
者
が
中
心
市
街
地
の
個
店
よ
り
も
、
広
大
な
駐
車
場

を
備
え
た
郊
外
の
大
型
店
舗
を
選
ぶ
傾
向
が
年
々
強
ま
っ
て
い

る
の
は
、
他
の
自
治
体
と
同
じ
だ
。

中
心
市
街
地
は
歩
行
者
・
自
転
車
の
た
め
の
専
用
道
路
が
不

足
し
て
お
り
、
移
動
し
に
く
い
。
視
覚
障
害
者
や
車
イ
ス
利
用

者
に
と
っ
て
は
、
道
路
の
段
差
や
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
の
不
連
続
性
な

ど
が
大
き
な
バ
リ
ア
に
な
る
。

同
市
は
1
9
9
9
年
、
中
心
市
街
地
活
性
化
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で「
歩
き
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
計

画
は
、
回
遊
性
の
高
い
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
、
誰
に

で
も
や
さ
し
い
歩
行
環
境
の
確
保（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の

対
応
）を
目
的
と
し
て
い
る
。

詳
細
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
地
下

道
に
代
わ
る
横
断
歩
道
の
設
置
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
へ
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
J
R
浜

松
駅
か
ら
駅
前
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
は
、エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も
し

く
は
階
段
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

に
リ
フ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
で
は
車
イ
ス
利
用

者
な
ど
は
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
な
い
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

駅
前
広
場
整
備
に
合
わ
せ
て
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
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技術と文化の
世界都市を
ユニバーサル

デザインでつくる

浜松市は今年4月、全国の市町村に先駆けてユニバーサルデ
ザイン室を設置しましたが、その理由をお聞かせください。

北脇―市民1人ひとりが活動しやすいまちをつくるためには、ユニ
バーサルデザインの考え方でやるのがふさわしいと思ったからです。
今年度からの2年間で「ユニバーサルデザイン行動計画」を策定し、
具体的な事業は2002年度から5年間で進める予定です。現在、若
手職員で構成される5つのワーキンググループ（啓発・情報、教育、
サービス・社会参加、公共施設、まちの空間）で原案を作成中です。

ユニバーサルデザイン室が全庁的な情報が集まる企画部では
なく、都市計画部に置かれたわけは何ですか。

北脇―企画部に置くことで、抽象的で上滑りな取り組みになる
のではとの懸念から、具体的な事業を推進する部に置くことに決め
ました。福祉関係に置くと、バリアフリーやノーマライゼーションなど
の流れの中で、ユニバーサルデザインが福祉の問題と受け止めら
れてしまう恐れがあります。そこで、より実効性のあるユニバーサル
デザイン室になるように都市計画部に設置することにしました。

市民団体の動きはいかがですか。
北脇―昨年、市民団体が主催して福祉のまちづくりのシンポジウ
ムが行われ、その際、具体的な改善点が書かれた提言書をいただ
きました。福祉文化会館のトイレが車イスでは使いにくい、市役所
の車イス駐車スペースは雨が降ると濡れてしまうなどの内容でした。
これらについてはすでに改善に着手しています。
このような提言を真摯に受け止めて、行政と市民が同じ目線で意
見交換を進めていきたい。当事者だから、わかることがある。市民
が蓄積した経験や知識を、行政のほうでも大事にしていくべきです。
すべての施策を行政が立案していくのではなく、早い段階から市民
とのさまざまな交流を通じて、市民起点の施策を立案していきたい
と思います。
NPOとのかかわりについても、行政の事業の一部をすぐにアウト

ソーシングしていくというのではなく、このような交流からはじめてい
きたい。

ご自身が、まちで発見されたバリアも多いのでは。
北脇―たまに自転車でまちを走るのですが、道路の段差がバリア
になっていることを実感します。車歩道の段差をセミフラット（2cmほ
ど）にするだけで、ずいぶん走りやすくなる。車イスの人はいっそうバ
リアと感じるわけですから、早急に改善していかなければなりません。
障害の有無に関係なく、誰もが活動しやすいまちの基本は、A地

点からB地点へスムーズに行くことができることです。
都心部に、地上レベルの横断歩道を廃止して、地下道を造りまし
たが、階段の昇降をしなければならないので歩きにくいというのが、
おしなべての市民の評価です。これを受けて、昨年度、市の中心市
街地活性化委員会がアクションプログラムの中で横断歩道の復活
を提唱しました。横断歩道の設置を決めるのは県警になるので、県

警本部に要望書を提出しています。私は横断歩道と地下道の併用
がよいと思うのですが、警察はどちらか1つでよいという発想です。

歩きやすいまちにするそれらの手だては、中心市街地の活性
化にもつながりますね。

北脇―当然です。できるだけ多くの人が自由に行動できるまちな
ら、そこからにぎわいが生まれます。ドーナツ化現象に終止符を打
つことができる可能性もある。木陰で一休みできる場所、休憩でき
る場所をもっと増やしていく必要があるでしょう。
トランジットモールの実験も全国に先駆けて実施しました。この
実験には賛否両論がありましたが、それが目指しているところ、方向
性は間違いではないと思います。しかし、もう1度実験をやるとなる
と、都市の整備が進んでいることと、地域住民・事業者が理解して
くれることなどの条件が満たされていなければなりません。

海外ではトランジットモールや路面電車の導入などにより、中
心市街地を活性化させた事例がありますが。

北脇―浜松市では、低床バスをオムニバスと呼んで、積極的に
導入しています。オムニバスも広い意味ではユニバーサルデザイン
ではないでしょか。

浜松市はブラジル国籍の市民が1万人を超えていますが、外国
人市民へのサービスを、今後どのように進めていかれるおつも
りですか。

北脇―ここ10年来、日本語で作成する資料をポルトガル語でも
作成していますし、市役所の総合窓口や国際室にはポルトガル語
ができる職員を配置しています。
サインについては、早急にサイン整備検討委員会を設置する予

定なので、その中で外国語のサインについても見直していきたい。
市ではオールドカマー、ニューカマーを含めた常設の外国人市民

会議を立ち上げています。当市でも、ゴミの出し方や生活時間帯
の問題でトラブルはある。自治会の役員に、外国人市民会議の場
で日常生活のルールなどを話してもらっています。

行政サービスのユニバーサルデザイン化については、どのよう
に進めていかれるおつもりですか。

北脇―公共システムが不便なことはよくあります。それはシステム
自体が利用者本意でつくられてこなかったからです。当市では日曜日
にも各種証明書の交付を行っています。住民に不便を強いる社会
システムは、ユニバーサルデザインのワーキンググループでも見直し
ていきたい。
浜松は都市ビジョンに"技術と文化の世界都市"を掲げています。
私のもつ世界都市のイメージは、安土桃山時代の堺や、現在のニ
ューヨーク。人種や国籍に関係なく、生活を楽しむことができ、さま
ざまな活動の舞台にすることができるまちです。ユニバーサルデザ
インを通じて、そのようなまちにしていきたいと思います。

北脇保之 浜松市長

きたわき やすゆき●1952年、

静岡県浜松市生まれ。1974

年、東京大学法学部卒業、同年、

自治省入省。1995年、自治省

退官。1996年、衆議院議員当

選、1999年、議員辞職。同年、

浜松市長当選

首　長
インタビュー静

岡
文
化
芸
術
大
学
が
あ
る
浜
松
市
の
地
域
性
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

木
村

―
浜
松
は
世
界
的
な
企
業
が
拠
点
を
設

け
る
技
術
と
文
化
の
ま
ち
で
、
進
取
の
精
神
に
富

む
地
域
で
す
。

う
ち
の
大
学
は
デ
ザ
イ
ン
学
部
と
文
化
政
策
学

部
か
ら
な
る
の
で
す
が
、
地
元
の
企
業
も
行
政
も

デ
ザ
イ
ン
系
や
文
化
政
策
の
わ
か
る
人
材
を
求
め

て
お
り
、
企
業
や
行
政
と
の
関
係
は
濃
密
で
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
を
取

り
入
れ
て
お
り
、
学
生
は
企
業
の
デ
ザ
イ
ン
部
門

や
行
政
の
文
化
政
策
部
門
で
一
定
期
間
学
び
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
大
学
が
孤
立
し
て
あ
る
の
で
は

な
く
、
地
域
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
が
今
後
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

21
世
紀
は
先
が
見
え
な
い
。
誰
も
が
閉
塞
感
や

不
安
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ

っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
セ
ク
タ
ー
が
も
っ
て
い

る
す
べ
て
の
能
力
を
フ
ル
に
発
揮
し
て
、
次
の
時
代

を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
が
意

味
を
も
つ
わ
け
で
す
ね
。

木
村

―
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
こ
れ
ま
で
の

社
会
福
祉
の
概
念
を
根
底
か
ら
覆
し
、
新
し
い
時

代
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
に
な
り
え
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
英
国
や
北
欧
が
社
会
福
祉
の
先
進
国

と
い
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
ど
う

な
の
で
し
ょ
う
。
北
欧
で
は
、
緊
急
時
で
も
な
い
の

に
救
急
ボ
タ
ン
を
押
す
高
齢
者
が
少
な
く
な
い
。

救
急
隊
が
駆
け
つ
け
て
み
る
と
、「
家
族
も
友
達
も

会
い
に
来
て
く
れ
な
い
」
と
い
っ
て
愚
痴
を
い
う
。

そ
れ
だ
け
、
孤
独
感
が
強
い
の
で
す
。

ラ
テ
ン
系
の
国
は
英
国
や
北
欧
に
比
べ
て
社
会
福

祉
が
遅
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
も
と
も

と
農
業
社
会
な
の
で
共
助
の
精
神
が
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
社
会
で
は
、
社
会
福
祉
を
こ
と
さ
ら
に
叫
ぶ
必

要
が
な
か
っ
た
。
視
覚
障
害
者
は
音
感
が
優
れ
て
い

る
の
で
音
楽
家
に
向
い
て
い
る
。
知
的
障
害
者
の
中

に
は
美
し
い
詩
を
つ
く
る
人
が
い
る
。
1
人
ひ
と
り

が
持
ち
味
を
発
揮
し
、
共
に
助
け
合
い
な
が
ら
生

き
る
と
い
う
社
会
が
構
成
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

満
ち
足
り
て
い
る
人
が
満
ち
足
り
て
い
な
い
人
に

何
か
し
て
あ
げ
る
。
こ
れ
ま
で
の
福
祉
は
こ
う
し

た
慈
善
の
色
彩
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
し
か
し
今

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

自
身
も
幸
福
感
を
得
て
い
る
と
い
う
意
識
を
も
つ

人
が
増
え
て
き
て
い
る
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

考
え
方
の
底
流
に
は
、
こ
の
よ
う
に
自
助
と
公
助

の
隙
間
を
埋
め
る
共
助
の
精
神
が
流
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
共
助
の
精
神
な
く
し
て
、ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
社
会
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

す
る
う
え
で
、
手
始
め
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
何
で
す
か
。

木
村

―
わ
れ
わ
れ
の
大
学
に
は
全
身
が
映
る
大

き
な
鏡
が
45
枚
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

自
分
自
身
を
鏡
に
映
し
出
す
こ
と
で
、
自
身
の
長

所
や
短
所
を
見
つ
め
直
し
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
誰

に
で
も
長
所
や
短
所
が
あ
り
、
そ
れ
が
個
性
で
も
あ

る
。
誰
も
が
障
害
を
も
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

あ
る
企
業
が
障
害
の
あ
る
人
を
積
極
的
に
雇

用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
社
会
貢
献
賞
を
受
賞

し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
企
業

は
、
彼
ら
を
慈
善
の
対
象
と
し
て
で
は
な
く
、
戦

力
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
障
害
の
あ
る

人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
社
会
の
構
成
員
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
喜
び
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
は

さ
ほ
ど
増
え
て
い
ま
せ
ん
。

ヒ
ト
は
動
物
の
一
種
で
あ
り
、
動
物
は
「
動
く

物
」
と
書
く
。
移
動
の
自
由
は
、
根
元
的
な
権
利

と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
現
実
の
社
会
や

ま
ち
は
、
そ
の
権
利
を
保
証
す
る
よ
う
に
は
で
き

て
い
な
い
の
で
、
通
勤
や
通
学
に
苦
労
す
る
人
が
い

る
。
施
設
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

市
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
方
向
で
す
か
ら
、
ま
ち
の
施
設
は

少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
学

と
し
て
も
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
研
究
・
教
育

機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
行
政

や
企
業
と
さ
ら
な
る
協
働
関
係
を
築
き
、
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
地
域

社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

木村尚三郎
静岡文化芸術大学学長

きむら しょうさぶろう●1930年東

京生まれ。1953年東京大学西洋史

学科卒業。1990年まで東京大学教

養学部教授。専門はヨーロッパ史、

現代文明論。東京大学名誉教授。多

数の官庁の審議会会長や委員長を

兼務し、幅広い領域で活躍。『西欧文

明の原像』『都市文明の源流』『美し

い農の時代』等、著書多数。2000

年から現職静岡文化芸術大学

浜
松
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

先
進
モ
デ
ル
都
市

開
学
の
精
神
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
掲
げ
た

静
岡
文
化
芸
術
大
学
が
浜
松
市
の
中
心
部
に
2
0
0
0
年
4
月
産
声
を
上
げ
た
。

高
名
な
歴
史
学
者
で
も
あ
る
木
村
尚
三
郎
学
長
に

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
浜
松
」に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
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5,000 10,000 5,000
20,000

横断勾配：2％以下 
2cm段差をつけたフラット歩道 

点字ブロック：建物側から1～1.5m

植栽・照明・車止め：1～1.5m程度の幅に集約 

2％ 2％ 

本通り御仮屋線〈幅員20m〉 

駅
前
通
り
線 

お
び
通
り 

栄
町
中
河
線 

横
井
元
島
田
線 
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2％ 2％ 2％ 

4,000 4,0002,000
10,000

2cm段差をつけた 
フラット歩道 

歩行者通行部 自動車通行部 
自転車 
通行帯 

栄町中河線〈幅員6m〉 

横断勾配：2％以下 

植栽・照明・車止め：1～1.5m程度の幅に集約 

お
び
通
り 

栄
町
中
河
線 

N

大人用（h=45cm)、子供用・荷物置きに利用できる
（h=30cm）程度の高さの違うベンチに車いすスペース
（W:1.5m×L:1.5m程度）を併設 
ベンチ下のスペースは防災グッズの収納などに活用 
 

本通り御仮屋線  

栄町高砂線 
 

南側広場 

路側帯 
（約1m） 

壁面後退 
（W＝1.0m） 

南側広場との境界には 
段差を設けない 

夜間見えにくい個所にはトップライトの他にフットライトを 
つける（曲がり角やベンチ等） 
 

 
水路やトイレ、ベンチなど、利用
する施設へ点字ブロックを整備
し誘導するとともに、広報（障害
のある人を集めて説明や利用で
きる施設の情報提供等）を行う 

備
が
終
了
し
た〝
和
風
の
ま
ち
〞
）を
結
ん
で
い
る
。

本
通
り
御
仮
屋
線（
旧
東
海
道
）で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

配
慮
し
た
点
は
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
の
他
に
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
配
置

し
て
夜
間
見
え
に
く
い
場
所
を
明
確
に
し
て
安
全
性
を
高
め

る
、
高
さ
の
異
な
る
ベ
ン
チ（
子
ど
も
用
、
大
人
用
）や
車
イ
ス
使

用
者
と
語
り
合
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
ベ
ン
チ
を
設
け
る
、

路
面
と
の
輝
度
比
を
考
慮
し
た
グ
レ
ー
色
に

合
う
色
合
い
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
す
る
、

沿
道
商
店
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
道
路
レ
ベ
ル
に

合
わ
せ
る
よ
う
に
指
導
す
る
な
ど
で
あ
る
。

お
び
通
り
と
の
景
観
の
一
体
性
を
保
つ
た

め
に
植
栽
、
建
築
物
、
施
設
な
ど
は
、
〝
和
風

の
ま
ち
〞で
あ
る
お
び
通
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏

襲
す
る
。
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
お
び
通
り
整

備
計
画
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
整
備
計
画

策
定
以
前
に
計
画
さ
れ
た
た
め
に
、
商
店
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
が
道
路
レ
ベ
ル
よ
り
も
か
な
り

高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
お
び
通
り
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で
で
き
る
か
ぎ
り
調
整

改
善
し
て
い
く
方
向
だ
。

中
心
市
街
地
に
自
転
車
・
歩
行
者
専
用
道

を
造
る
こ
と
で
、
回
遊
性
を
高
め
て
に
ぎ
わ
い

を
醸
成
し
よ
う
と
い
う
試
み
は
大
い
な
る
実

験
で
も
あ
る
し
、
環
境
負
荷
に
配
慮
し
た
エ
コ

シ
テ
ィ
計
画
と
い
う
側
面
も
も
つ
。

新
た
な
都
市
軸
が
生
ま
れ
、
そ
こ
に
人
々

が
集
う
。
島
田
市
の
取
り
組
み
は
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
ど
の
程
度
ま
ち
の
活
性
化
に

役
立
つ
か
の
試
金
石
で
あ
る
。
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区
画
整
理
事
業
を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
行
う

島
田
市
の
中
心
市
街
地
は
、
商
業
施
設
の
郊
外
進
出
、
商
業

活
動
の
低
下
、
居
住
人
口
の
減
少
・
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
空
洞

化
が
進
み
、
本
来
の
中
心
市
街
地
と
し
て
の
都
市
機
能
、
商
業

機
能
の
役
割
が
失
わ
れ
て
い
る
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
旧

東
海
道
沿
い
の
商
店
の
半
数
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
ざ
し
、
往
時
の

に
ぎ
わ
い
は
な
い
。

市
は
1
9
8
4
年
、
土
地
区
画
整
理
事
業（
約
20
・
6
ha
）に
着

手
、
対
象
地
域
は「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」の
対
象

地
域
に
含
ま
れ
て
い
る
。
約
半
分
の
地
区
に
つ
い
て
は
す
で
に
整

備
が
完
了
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
整
備
す
る
の
は
お
お
む
ね
商

業
ゾ
ー
ン
に
当
た
る
地
区
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
1
9
9
9
年
、
市
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
委
員
会
」
を

創
設
し
、
有
識
者
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政
関
係
者
な
ど
に
よ

る
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

障
害
の
あ
る
人
と
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
区
画
整
理
対
象
地
域

の
住
民
、
子
ど
も
な
ど
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実

施
さ
れ
、
住
民
か
ら
の
問
題
指
摘
や
提
案
を
踏
ま
え
て
、
2
0

市町村レポート
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0
0
年
3
月
、「
島
田
市
中
心
市
街
地
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
事

業
計
画
」が
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
の
計
画
の
対
象
地
域
も
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

の
対
象
地
域
と
同
じ
で
あ
る
。
整
備
完
了
地
区
に
つ
い
て
は
既

存
施
設
の
改
善
計
画
が
立
て
ら
れ
、
工
事
未
着
手
の
地
区
に
つ

い
て
は
、
よ
り
高
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
実
現
を
め
ざ
し
て

整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ

く
り
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン
と
し
て
は
全
国
初
の
試
み
で
あ
る
。

回
遊
性
を
高
め
る
た
め
に

自
転
車
・
歩
行
者
専
用
道
を
整
備

整
備
計
画
で
は
事
業
施
行
中
地
区（
工
事
未
着
手
）に
お
い
て
、

詳
細
な
計
画
が
図
示
さ
れ
、
併
せ
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

配
慮
し
た
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

歩
道
は
フ
ラ
ッ
ト
で
、
歩
車
道
境
界
部
の
段
差
は
2
cm
、
ベ
ン

チ
等
の
休
憩
施
設
は
70
〜
80
m
間
隔
、
車
止
め（
ボ
ラ
ー
ド
）は

2
m
程
度
の
間
隔
で
設
置
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
連
続
性
を
も
た

せ
る
な
ど
が
、
道
路
整
備
の
共
通
項
で
あ
る
。

工
事
未
着
手
の
道
路
の
な
か
で
、
栄
町
中
河
線
だ
け
が
自
転

車
・
歩
行
者
専
用
道
で
あ
る
。
こ
の
道
路
は
幅
員
12
m
、
6
ｍ
、

4
m
の
区
間
か
ら
構
成
さ
れ
、
J
R
島
田
駅
と
お
び
通
り（
整

区画整理施行中（工事未着手）地区の整備計画 
 

整備方針を実現するために、歩行者、自動車、
自転車、公共交通機関の動線の考え方を以
下のように設定。歩行者地区内を回遊し沿
道店舗を利用しやすいように、歩行者の安
全性と歩きやすさに重点を置いた計画とす
る歩行者の回遊するルート上で車道を横断
する個所は、歩行者の安全な横断を優先す
るようにする 
 
●自転車 
自転車専用ルートは設けず、自由に地区内
を往来できるようにする。ただし、横断歩道
など歩行者との交錯が予想される個所は、
分離を基本とする 
 
●自動車 
地区内に計画・整備される駐車場への適切
な整備を図る。地区内は歩行者の安全を確
保するため、30km/hゾーン規制を行う。歩
行者の回遊ルート上で車道を横断する個所
では歩行者の安全な横断を優先させるよう
に速度抑制策を図る 
 

最初から段差の少ない構造を採用し、地区
内の回遊がしやすく、歩くのが苦にならない
ような道路構造とする。また歩行者が往来
しやすく、横断時の車からの安全を確保す
るため、自動車の速度を抑制するように配
慮する整備内容 
 
●横断歩道 
マウントアップ高の低い形状の使用、フラッ
ト歩道 
 
●点字ブロック 
連続的な敷設と識別しやすい工夫／主要個
所には夜間も見やすい工夫をする／歩車道
境界部の工夫（交差点部、その他に分けて安
全性と通行のしやすさを考慮した構造）／
弱者感応式信号（音響式、押しボタン式信号
の採用）／路面は滑りにくい表面仕上げ／
歩行者の通行部分は排水性、透水性舗装／
凹凸の少ないブロック舗装 

現状のバス路線を生かし、乗換時の利用状
況を向上させるよう、バス停環境を改善する。
交通の結節点である島田駅については、乗
り換えの利便性向上のため、エレベーター
の設置など駅舎の改善が望まれる 
 
●バス停環境の整備 
本通御仮屋線「島田三丁目」のバス停上屋や
ベンチを設置し、楽にバスを待てる環境を
整備。再開発ビルの一部を公開空地とし、た
まり空間を配置。島田駅中河線「島田駅二丁
目」のバス停スーパービックの4階の交流核
施設（しまだ楽習センター）へはさまざまな
人のアクセスがあるため、入口近くにバス
停を設ける 
 
●島田駅について 
駅前広場の勾配を緩やかにするなど、利用
者が使いやすいように整備計画を策定し、
順次整備を行う。駅舎は階段しかない。島田
市の玄関口として、誰でも苦労することなく
利用できるよう改善していく必要があり、今
後の課題である 

「ユニバーサルデザインのまちづくり」 
住民アンケート調査結果 

●誰もが気軽にまちに出て1人で歩ける 
　魅力的なまちづくりの必要性 
 
●公共施設、駅、店舗など個別施設への 
　ユニバーサルデザインの導入 
　（バリアフリーでの整備済み施設であっても 
　ユニバーサルデザインによる整備の実施） 
 
●ユニバーサルデザイン空間の連続性の 
　確保とトイレなど便益施設の適切な配置 
 
●車イス利用者にも視覚障害者にも 
　利用しやすい歩道の構造、 
　点字ブロックの敷設 
 
●利用者への利用可能施設などの 
　情報提供の充実 
 
●当面工事が続く対象地区における 
　工事中の対策の必要性 
 
●ユニバーサルデザインによるまちづくりの 
　住民意識の啓発と住民の意見の反映 

交通計画 道路等整備計画 公共交通機関の施設等の整備計画 

 
 

島
田
市

中
心
市
街
地

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

事
業
計
画
を
策
定
　
　

本通り御仮屋線

栄町中河線
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ま
ち
の
核
と
な
る
複
合
施
設
を
建
設

浜
北
市
は
静
岡
県
西
部
の
中
核
都
市
で
あ
る
浜
松
市
の
衛
星
都

市
だ
。
浜
松
市
と
は
遠
州
鉄
道
に
よ
り
約
20
分
で
結
ば
れ
て
い
る
。

同
市
の
中
心
市
街
地
は
遠
州
鉄
道
の
浜
北
駅
前
地
区
で
あ
る
が
、

同
地
区
は
ス
プ
ロ
ー
ル
化
に
よ
り
商
業
地
盤
の
沈
下
が
著
し
く
、

人
口
約
9
万
の
自
治
体
の
中
心
市
街
地
が
も
つ
に
ぎ
わ
い
は
な
い
。

再
開
発
事
業
の
核
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
大
型
複
合

施
設
の
建
設
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
よ
り
、
当
初
進
出
予
定
で

あ
っ
た
ホ
テ
ル
テ
ナ
ン
ト
が
撤
退
表
明
を
す
る
な
ど
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
よ
り
計
画
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
公
益
施
設

を
主
と
す
る
建
築
物
と
す
る
こ
と
で
1
9
9
8
年
に
着
工
し
た
。

建
物
の
1
階
と
2
階
は
図
書
館
、
情
報
プ
ラ
ザ
な
ど
の
公
益
施

設
と
個
店
か
ら
な
る
。
3
階
は
多
目
的
ホ
ー
ル
、
会
議
室
、
メ
デ
ィ

ア
ル
ー
ム
か
ら
な
る
生
涯
学
習
の
た
め
の
フ
ロ
ア
。
4
〜
7
階
は
分

譲
住
宅
だ
。
地
下
は
1
8
0
台
を
収
容
す
る
有
料
駐
車
場
。

建
設
に
当
た
っ
て
は
、
実
際
に
施
設
を
利
用
す
る
各
種
団
体
、

サ
ー
ク
ル
な
ど
、
幅
広
い
市
民
か
ら
意
見
・
要
望
を
聞
き
、
そ
れ

を
計
画
に
反
映
さ
せ
た
。
建
物
の
名
称
に
は
市
民
の
公
募
に
よ

り
、「
な
ゆ
た
浜
北
」を
採
用
。「
な
ゆ
た
」と
は
、
無
限
大
を
意
味

す
る
数
の
単
位
で
あ
る
。「
緑
」、「
ふ
れ
あ
い
」、「
や
さ
し
さ
」、「
生

市町村レポート
HAMAKITA CITY

涯
学
習
」を
テ
ー
マ
に
計
画
さ
れ
た「
な
ゆ
た
浜
北
」は
2
0
0
1

年
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

男
子
ト
イ
レ
に
も
ベ
ビ
ー
キ
ー
プ
を
設
置

「
な
ゆ
た
浜
北
」
を
中
心
と
す
る
再
開
発
事
業
地
区
全
体
に
、

静
岡
県
が
推
進
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
設
備
の
採
用
に
当
た
っ
て
は
、
市
民

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
が
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
た
。

す
べ
て
の
男
ト
イ
レ
、
女
ト
イ
レ
に
そ
れ
ぞ
れ
ベ
ビ
ー
キ
ー
プ
の

設
置
、
男
女
別
々
の
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
、
車
イ
ス
用
で
は
な

く
多
目
的
ト
イ
レ
と
し
て
の
使
用
を
促
す
サ
イ
ン
計
画
、
シ
ー
ス

ル
ー
仕
様
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
は
、
市
民
の
意
見
を
採

用
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
扉
の
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
は
、
衣
服
の
袖

口
が
引
っ
か
か
ら
な
い
形
状
に
な
る
よ
う
に
独
自
に
開
発
さ
れ

た
。
透
水
性
の
あ
る
舗
装
材
が
使
わ
れ
た
広
場
は
全
面
フ
ラ
ッ

ト
な
の
で
、
車
イ
ス
の
人
も
含
め
て
自
由
に
移
動
で
き
る
。

商
業
施
設
は
飲
食
を
主
体
と
し
た
20
店
舗
程
度
の
構
成
と

さ
れ
、
物
販
を
中
心
と
し
た
郊
外
の
大
型
店
舗
と
の
差
別
化
が

図
ら
れ
た
。
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る「
な
ゆ
た
浜
北
」は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
か
の
試
金
石
で
も
あ
る
。

浜
北
市

大
型
複
合
施
設
を
核
に
し
た

中
心
市
街
地
の
再
開
発
計
画

道路、敷地境界の官民境界の段差をなくす・歩道はセミフラット
構造で、段差を少なくし使いやすくする・経年変化の少なく、滑
りにくい材料の平板ブロック仕上げ・誘導ブロックを貼り、動線
を明確化・道路歩道と敷地内外構を一体化させ、段差のないゆ
ったりとした歩行空間の確保・駅前広場の空間は、歩車道境界
をプランターボックスで区切り、駅前広場の使用形態に合わせ
て移動できるように柔軟性をもたせる・排水溝蓋は、ハイヒー
ルなどの落ちない、細めタイプのグレージングと景観に合わせ
た化粧蓋を使用・段差1/12以下のゆるいスロープ処理 

●トイレ 
すべての男子トイレ、女子トイレにそれぞれベビーキープを設置・
女子トイレにこども用小便器を設置・男女別々の多目的トイレ（車
イス利用可能、ベビーシート）を各トイレ・スペースに設置・小便
器の自動水栓・小便器に手すりを設置・手洗いを自動水栓・車イ
ス用ではなく、多目的トイレとしての使用を促すサイン計画・ト
イレブースドアの錠を2カ所設置 （こどもといっしょに入っても
こどもが開けられないように上部に1カ所錠を設置）・大便器は、
スツール式を主（腰掛け便器）とし、各1カ所は和便器を設けるが、
洗浄レバーは壁付きで高い位置に設置（立ち上がってからでも
操作がしやすいように） 
 
●エレベーター 
車イス対応のエレベーターを3基設置・車イス対応エレベータ
ーのうち1基をシースルー仕様に・音声対応、点字表示・エスカ
レーターを5基設置 
 
●駐車場 
180台の駐車スペースのうち、6台分を車イス用として確保（通
常は1台確保）・車路の幅員は5m（通常は3.5m）・駐車スペース
を色分けし、大きな表示で駐車場所の確認を容易にする 

●その他 
建物への入口はすべて自動ドアとし、1300mm以上の幅を確保・
建物へのアプローチ、建物内はすべて段差なし・階段の手すり
は2段手すり・アーケードなどは、車イスが容易にすれ違えるよ
うに1800mm以上の幅とする・扉の幅は850mm以上とし、ハ
ンドルはすべてレバーまたは棒状とし、衣服のひっかかりがな
い形状で、身長の低い人にも使いやすいように高さは900mm
とする・電話台の高さを2段形状・水飲み器は車イスの人でも利
用できる形状・カウンター関係は高さ700mm、奥行き450mm・
ホール、会議室に車イス用の観覧スペースを確保・夜間受付イ
ンターホンを車イスでも使いやすい高さに設定・屋内廊下の幅
は、すべて1400mm以上とし、車イスの移動に配慮・一般の水
栓類もすべてシングルレバーとする 
 
●住宅 
内部廊下幅を990mm（通常850mm）と広く設定・浴室、便所、
洗面室に手すりを設置・足元灯を設置・外部廊下に手すりを設
置 

浜北駅前地区再開発事業におけるユニバーサルデザイン 

公共施設に関するユニバーサルデザイン道路、 
敷地境界の官民境界の段差をなくす 

施設建築物のユニバーサルデザイン 



79 ユニバーサルデザイン●07

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
事
業
」を
予
算
化

韮
山
町
は
伊
豆
半
島
に
位
置
す
る
農
業
と
観
光
の
町
で
あ

る
。
同
町
は
今
年
度
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
事
業
」
を

予
算
化
し
た
。
事
業
期
間
は
2
0
0
0
年
度
〜
2
0
0
5
年
度

で
、
2
0
0
0
年
度
の
予
算
は
3
0
0
万
円
。

事
の
発
端
は
、
1
9
9
6
年
に
中
伊
豆
青
年
会
議
所
が
主
催

し
た「
や
さ
し
さ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」に
出
席

し
た
渡
辺
解
太
郎
町
長（
当
時
は
助
役
）が
話
の
内
容
に
感
銘

を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
以
後
、
町
行
政
は
そ
れ
ま
で
以
上
に
、

バ
リ
ア
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
打
ち
出
し
て
い
く
。

民
間
で
は
1
9
9
7
年
に
、
伊
豆
半
島
全
体
を
エ
リ
ア
と
す

る「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
伊
豆
研
究
会
」（
戸
谷
知
恵
子
会
長
）が
、
中

伊
豆
青
年
会
議
所
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
き
っ
か
け
と
し
て
発
足
。

会
員
は
活
発
な
活
動
を
し
て
お
り
、
自
身
が
経
営
す
る
商
業
施

設
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
人
も
多
数
現
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
土
壌
の
中
で
、
町
は
県
が
推
進
す
る〝
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
〞を
事
業
名
と
し
て
採
用
し
た
。

今
年
度
の
主
な
事
業
内
容
は
、
事
業
計
画
の
作
成
、
町
職
員

研
修
、
町
民
へ
の
普
及
啓
発
、「
韮
山
は
あ
と
ふ
る
21
」の
立
ち
上

市町村レポート
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げ
で
あ
る
。

「
韮
山
は
あ
と
ふ
る
21
」は
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
団

体
で
、
11
月
に
発
足
し
た
。
そ
の
活
動
目
的
は
「
す
べ
て
の
人

（for
all

）に
や
さ
し
い
ハ
ー
ト
フ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
住

民
の
希
望
を
現
実
化
す
る
一
端
を
担
う
」（
設
立
趣
意
書
）こ
と

で
あ
る
。
運
営
方
法
は
分
科
会
シ
ス
テ
ム
を
取
り
、
会
員
個
々
の

特
性
や
資
質
、
取
り
組
み
た
い
課
題
や
対
応
に
よ
り
、
会
員
は

ノ
ー
マ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
3
分
科
会
の
い
ず
れ
か
に
参
加
す
る
。
11
月
に
は
、
町
主
催

で
行
わ
れ
た「
韮
山
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
て
、
町
民
に
会

の
設
立
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

障
害
を
も
つ
人
の
疑
似
体
験
で

ま
ち
の
バ
リ
ア
を
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

町
で
は「
ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン
計
画
」の
一

環
と
し
て
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会

を
重
ね
て
お
り
、
7
月
に
は
庁
内
の
全
部

署
か
ら
25
人
が
参
加
し
て
、
キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン

デ
体
験
が
行
わ
れ
た
。
キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
と

は
車
イ
ス
に
乗
っ
た
り
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
障
害
を
も
つ
人
の
疑

韮
山
町

役
場
職
員
が
車
イ
ス
体
験

韮
山
ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン
計
画
が

ス
タ
ー
ト

駅舎などの交通機関を重点的に検証

町職員が行ったキャップハンデ研修

似
体
験
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
体
験
な
し
に
想
像

や
理
論
だ
け
で
は
、
ま
ち
の
バ
リ
ア
は
的
確
に
発
見
で
き
な
い
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
経
て
、
職
員
の
意
識
は
大
き
く
変
化
し
て

い
く
。
住
民
へ
の
普
及
啓
発
の
た
め
に
も
、
職
員
の
意
識
改
革
は

欠
か
せ
な
い
。「
町
を
ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン
に
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
あ

な
た
の
担
当
部
署
が
率
先
し
て
対
応
で
き
る
事
柄
や
、
今
後
取

り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
る
事
柄
を
具
体
的
に
記
し
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
て
、
別
表
の
よ
う
な
意

見
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
韮
山
ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン
計
画
」は
ま
だ
開

始
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

ハートフルタウン計画アンケート調査 
から出された主な意見 

●町民へのキャップハンデ体験の普及 
 
●公共施設における障害のある人の雇用促進 
 
●教育のバリアフリー 
 
●庭園にトイレの設置 
 
●ボランティア組織の養成・強化（点字・手話） 
 
●窓口対応の改善 
 
●町発行の諸通知書の書面等変更 
 
●ハード整備における町独自の 
　整備基準の作成 
 
●基本構想の作成と 
　長期ビジョンに立った計画の作成 
 
●防災面から見た対応策の作成 
 
●施設内サインの充実 
 
●工事中の安全管理の徹底 


